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キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
有
す
る
日
本
人
夫
婦
の
葛
藤
に
関
す
る
臨
床
的
検
討

|

|

K

J
法
お
よ
び
双
対
尺
度
法
に
よ
る
問
題
点
の
抽
出
ー
ー

藤

接ト

日
刀
、

Iι 

平

山

正

実

本
研
究
の
目
的

キリスト教信仰夫婦の葛藤に関する臨床的検討

我
が
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
か
か
わ
る
臨
床
上
の
人
間
研
究
は
、
ほ
ぼ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
一
方
で
、
素
朴
な
助
言
や
論
考

は
乱
立
し
、
実
に
多
彩
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
総
論
、
原
則
論
に
偏
る
き
ら
い
が
あ
り
、
具
体
的
な
適
用
に
乏
し
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
総
論
的
な
論
考
を
補
う
目
的
か
ら
、
個
人
的
な
体
験
談
が
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
成
功
を
強
調
し
す
ぎ
る
傾

向
に
あ
り
、
か
え
っ
て
実
態
や
現
実
の
問
題
を
見
失
い
、
ま
た
解
決
方
策
自
体
を
非
常
に
狭
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
併
せ
有
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
研
究
自
体
が
未
開
拓
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
家
族
・
夫
婦
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
社
会
や
時
代
の
影
響
を
刻
々
と
受
け
る

た
め
、
臨
床
的
接
近
を
図
る
上
で
は
絶
え
ず
探
索
的
な
性
質
を
帯
び
ざ
る
得
な
い
こ
と
も
、
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
家
族
・

夫
婦
研
究
で
は
、
絶
え
ず
実
態
調
査
と
事
例
レ
ベ
ル
で
の
検
討
の
双
方
を
両
軸
と
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
(
清
水
、
二

0
0
0
)
の

169 

で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
事
例
検
討
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

よ
う
や
く
我
が
国
に
お
い
て
も
、

キ
リ
ス
ト
者
精
神
科
医
や
心
理
臨

床
家
の
発
言
の
機
会
が
増
え
、
研
究
と
し
て
も
精
神
医
療
上
の
事
例
を
扱
う
も
の
(
平
山
、

一
九
八

O
)
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
病
理
分
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析
で
な
く
、

一
般
の
キ
リ
ス
ト
者
の
問
題
と
し
て
、
家
族
問
題
や
夫
婦
問
題
を
扱
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
唯
一
の
例
外
と
し
て
、

工

藤
信
夫
(
一
九
八

0
1
一
九
八
五
、

一
九
九
三
)
が
牧
会
者
の
学
習
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
あ
り
、

そ
の
中
の
一

部
と
し
て
、
牧
師
婦
人
の
問
題
や
キ
リ
ス
ト
者
の
未
信
者
と
の
結
婚
の
問
題
な
ど
を
臨
床
的
に
論
じ
て
い
る
。

実
態
調
査
で
は
、
社
会
学
的
立
場
か
ら
で
あ
る
が
、
川
又
俊
則
(
二

0
0
0、
二

O
O
二
)
が
、
自
分
史
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、

牧
師
婦
人
の
葛
藤
を
分
析
し
た
り
、
日
本
人
信
仰
者
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
有
す
る
日
本
人
夫
婦
(
以
下
キ
リ
ス
ト
者
夫
婦
と
い
う
)
が
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
問
題
を
抱
き
、
葛
藤
を
覚
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
そ
の
解
決
に
向
け
て
当
事
者
や
教
会
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ま
た
、

そ
の
際
に
は
実
際
に
深
刻
な
葛
藤
を
抱
え
る
当
時
者
か
ら
の
面
接
情
報

に
よ
る
こ
と
で
、
問
題
を
個
の
次
元
で
質
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
ま
た
、
特
定
の
理
論
や
仮
説
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
す
る
こ
と

な
く
、
探
索
的
に
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

II 

方
法

調
査
対
象
者

筆
者
ら
が
相
談
を
受
け
た
方
で
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
持
ち
、
実
際
に
教
会
の
礼
拝
や
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
席
、
参
加
し
て
い
る



者
の
中
か
ら
、
抱
え
る
問
題
の
中
に
夫
婦
関
係
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
者
二

O
名。

た
だ
し
、
ど
の
事
例
も
個
人
療
法
の
現
場
で
の
も
の

で
あ
り
、
夫
婦
双
方
か
ら
の
情
報
で
な
く
、
来
談
し
た
、

ど
ち
ら
か
片
方
か
ら
の
供
述
に
基
づ
く
情
報
で
あ
る
。

2 

手
続
き

匿
名
性
を
確
保
し
た
上
で
、
夫
婦
・
家
族
問
題
を
中
心
に
事
例
の
概
略
を
聴
取
し
、
信
仰
生
活
、
教
会
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て

記
録
を
と
り
、

K

J
法
の
精
神
に
基
づ
き
整
理
し
た
。

整
理
方
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(4)
被
調
査
者
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
発
言
の
有
無
を
も
と
に
デ

1
タ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
作
成
し
、

そ
の
結
果
に
対
し
て
、

双
対
尺
度

キリスト教信仰夫婦の葛藤に関する臨床的検討

(1)
事
例
概
略
の
聴
取
内
容
を
、
意
味
が
一
単
位
と
な
る
よ
う
(
お
お
む
ね
一
文
ず
つ
)
カ
1
ド
に
記
入
し
た
。
こ
れ
を
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
名
付
け
た
。
な
お
、
聴
取
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
特
殊
例
を
除
き
、

ま
た
事
例
の
内
容
か
ら
匿
名
性
の
確
保
が
弱
い
も
の
は
除
い
た
。

ま
た
、
聴
取
内
容
が
、
匿
名
性
を
確
保
し
た
上
で
の
事
例
の
概
略
で
あ
り
、

か
っ
そ
の
中
か
ら
夫
婦
・
家
族
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
だ
け
を

記
録
し
た
た
め
、

そ
の
情
報
量
は
き
わ
め
て
少
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

(2) 
エ
ピ
ソ
ー
ド
(
意
味
一
単
位
の
情
報
)
を
読
み
、
比
較
的
同
じ
内
容
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
同
じ
グ
ル
ー
プ

に
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
要
素
と
名
付
け
た
。
次
に
こ
の
要
素
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
、
こ
れ
を
グ
ル
ー
プ
と
名
付
け
た
。

(3)
最
小
限
の
調
査
者
属
性
に
つ
い
て
も
、
聴
取
し
た
。

法
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
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(5)
双
対
尺
度
法
に
よ
り
抽
出
し
た
軸
に
つ
い
て
命
名
を
行
う
と
と
も
に
、
典
型
事
例
に
つ
い
て
臨
床
的
な
検
討
を
行
っ
た
。



3 

調
査
時
期

172 

調
査
時
期
は
、
二

O
O三
年
四
月
か
ら
一
二
月
で
あ
っ
た
。
ま
た
調
査
対
象
と
な
っ
た
事
例
は
、
お
お
む
ね
調
査
時
点
で
、
過
去
三
年
以

内
に
診
察
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
終
結
(
中
断
を
含
む
)
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

皿

分
析
1

K
J
法
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
者
夫
妻
の
抱
え
る
問
題
の
類
型

調
査
対
象
者
の
属
性

調
査
対
象
者
の
属
性
を
表
1
に
示
し
た
。
①
男
女
、
②
来
談
時
の
年
齢
(
一

O
歳
単
位
)
、
③
来
談
者
の
結
婚
時
の
信
仰
の
有
無
、
④
来

談
時
の
夫
婦
双
方
の
信
仰
の
有
無
、
⑤
牧
師
へ
の
夫
婦
問
題
の
相
談
(
面
接
場
面
で
の
積
極
的
な
供
述
)
の
有
無
、
⑥
自
覚
す
る
問
題
に
対

す
る
信
仰
的
な
意
味
づ
け
・
葛
藤
、
⑦
来
談
者
の
精
神
障
害
の
有
無
、
⑧
面
接
場
面
で
の
離
婚
・
別
居
へ
の
志
向
、
⑨
夫
婦
間
の
暴
力
の
有

無
、
⑩
子
ど
も
の
有
無
、

の
各
項
目
に
つ
い
て
の
一
覧
で
あ
る
。

(1)
年
齢
お
よ
び
子
供
の
有
無

調
査
対
象
者
の
性
別
は
、
男
性
七
名
、
女
性
一
三
名
で
あ
っ
た
。
年
齢
の
上
下
限
は
、
五

O
歳
代
か
ら
三

O
歳
代
で
あ
り
、
四

O
歳
代
が

も
っ
と
も
多
く
、
九
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
子
ど
も
の
い
る
者
は
一
二
名
で
あ
っ
た
。
対
象
事
例
は
お
お
む
ね
中
年
期
の
一
般
的
な
夫
婦
と
い



表 1

来談時 結婚時 来談時 牧師 信仰上 精神 離婚別 夫婦間
男・女

の年齢
信仰の 夫婦 相談

の発言
障害

居志向 協力
子供

有無 信仰 の言及 の有無

A 女 30代 あり あり なし あり あり あり あり あり

B 女 50代 あり あり あり あり なし あり あり なし

C 女 40代 なし なし あり あり 顕著に あり あり あり

D 女 40代 なし なし なし なし なし あり あり なし

E 女 50代 なし あり なし あり あり なし あり なし

F 男 50代 あり あり あり あり あり なし なし あり

G 男 30代 あり あり あり あり あり なし なし なし

H 男 40代 なし あり あり あり なし なし なし なし

女 40代 なし なし あり あり 顕著に なし なし あり

J 男 40代 あり あり なし なし なし あり なし あり

K 男 50代 あり あり なし なし なし なし なし あり

L 女 30代 なし なし なし なし なし あり あり あり

M 男 30代 あり あり あり あり あり なし なし なし

N 男 40代 あり あり あり あり あり なし なし なし

O 女 40代 あり あり あり あり あり なし なし なし

P 女 50代 あり あり あり あり あり なし なし あり

Q 女 40代 あり あり あり あり あり なし なし あり

R 女 50代 あり なし なし あり あり あり なし あり

S 女 40代 なし あり あり あり あり なし あり あり

T 女 30代 あり あり なし なし なし なし あり あり
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え
る
。
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(
2
)
来
談
者
の
結
婚
時
の
信
仰
の
有
無
お
よ
び
来
談
時
の
夫
婦
双
方
の
信
仰
の
有
無

結
婚
以
前
か
ら
信
仰
を
有
し
て
い
た
者
が
二
二
名
お
り
、

ま
た
来
談
時
に
お
い
て
は
一
五
名
の
者
が
夫
婦
共
に
信
仰
を
持
ち
、

お
お
む
ね

教
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
は
、
結
婚
や
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
、
信
仰
の
な
い
故
に
誤
っ
た
対
応
を
し
た
と
い
う

の
で
な
く
、
信
仰
を
持
ち
な
が
ら
も
な
お
夫
婦
問
の
深
刻
な
葛
藤
に
悩
ん
で
い
る
事
例
が
主
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
3
)
牧
師
へ
の
夫
婦
問
題
の
相
談
(
面
接
場
面
で
の
積
極
的
な
供
述
)
の
有
無
お
よ
び
自
覚
す
る
問
題
に
対
す
る
信
仰
的
な
意
味
づ
け
・

葛
藤
の
有
無

抱
え
る
夫
婦
葛
藤
の
問
題
に
つ
い
て
牧
師
に
具
体
的
に
相
談
し
て
い
る
者
は
二
一
名
、
ま
た
そ
う
し
た
問
題
を
個
人
の
信
仰
上
の
問
題
と

し
て
考
え
て
い
る
者
は
一
五
名
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
対
象
者
が
形
式
的
に
信
仰
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
人
々
で
な
く
、
真
剣
に
夫
婦
問

題
の
解
決
を
信
仰
者
と
し
て
求
め
て
い
る
事
例
が
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
4
)
来
談
者
の
精
神
疾
患
の
有
無

多
く
の
深
刻
な
夫
婦
問
葛
藤
や
家
族
内
葛
藤
に
お
い
て
は
う
つ
状
態
に
陥
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
の
対
象
者
に
お
い
て

も

一
三
名
が
そ
う
し
た
何
ら
か
の
精
神
症
状
(
不
眠
、
食
欲
不
振
、
抑
う
つ
気
分
)
を
示
し
、
投
薬
等
の
治
療
を
受
け
て
い
た
。
う
ち
、

葛
藤
よ
り
も
症
状
が
明
ら
か
に
優
性
と
な
り
、
夫
婦
関
係
の
改
善
よ
り
も
、
精
神
障
害
の
治
療
が
前
面
に
出
て
い
る
ケ

1
ス
は
二
名
で
あ

っ
た
。



(5)
面
接
場
面
で
の
離
婚
・
別
居
へ
の
志
向
お
よ
び
夫
婦
間
の
暴
力
の
有
無

夫
婦
問
葛
藤
の
解
決
と
し
て
、
離
婚
、
別
居
を
志
向
し
て
い
る
者
は
七
名
を
お
り
、
ま
た
夫
婦
問
暴
力
が
見
ら
れ
る
(
す
べ
て
夫
か
ら
妻
)

ケ
ー
ス
が
八
名
い
た
。
こ
れ
ら
は
夫
婦
問
題
の
深
刻
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

2 

方
法
と
結
果

キ
リ
ス
ト
者
夫
妻
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

K
J
法
に
準
拠
し
て
、
ま
ず
関
係
す
る
と
思
わ
れ
た
六
七
文
(
エ
ピ
ソ
ー
ド
)
を
選
び
、

の
カ

i
ド
に
一
文
づ
っ
転
記
し
た
。
次
に
筆
者
ら
が
そ
の
カ

1
ド
に
書
か
れ
た
文
内
容
の
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
も
の
同
士
を
ま
と
め

た
結
果
、
二
四
要
素
に
分
類
し
、
最
終
的
に
一
一
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
た
。

」
の
よ
う
に

K

J
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
夫
婦
問
題
に
つ
い

て
、
六
七
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
二
四
要
素
、

一
一
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
図
1
1
5
(
K
J
法
図
解
)
に
示
す
。

ま
た
、
夫
婦
問
題
に
つ
い
て
の
各
要
素
に
含
ま
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対
す
る
対
象
者
の
発
言
数
を
表
2
に
示
す
。

3 

考
察

K
J
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
い
て
、
以
下
、
見
て
い
く
。

(1) 
「
牧
師
の
対
応
姿
勢
へ
の
不
満
」
グ
ル
ー
プ

(
G
1
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
牧
師
に
相
談
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
牧
師
が
相
談
に
積
極
的
に
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
(
第
1
要
素
)
、
相

談
自
体
が
自
分
の
真
意
を
受
け
止
め
て
も
ら
え
ず
満
足
の
い
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り
(
第
2
要
素
)
し
て
牧
師
へ
の
不
満
を
感
じ
て
い
る
。 枚
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図 1

G 1牧師の対応姿勢への不満

牧師が積極的に相談に応じてくれない(1)

教会に何度も(相談の)電話をして
おこられる。

牧師ははじめ話を聞いてくれ，訪

問もしてくれた。こちらも訪問し
た。しかし，もう訪ねてきてほし
くないと言われた。

牧師に本音を出せない (3)

妻は夫婦の問題のことで，
牧師に相談するのを嫌がる。

牧師が自分の真意を受けとめてくれない (2)

牧師に夫婦の(不仲の)問題
は相談している。しかしセ
ックスレスの悩みは相談し
ていない。

牧師と波長があわない。牧師はサ
タンのせいだというが，自分は納
得いかない。

牧師に妻のせいで、困っていると言

っても，それを認めてくれない。

牧師の助言はききたくない。話が
伝わってこない。

G2 牧師からの助言内容への不満

我慢しろ司という牧師の助言 (5)

牧師は，自分の知恵，力に頼ら
ず，神にゆだねよといわれた。

(4) 

牧師先生と話すと気持

ちがおさまる。

教会活動より家庭を司という牧師の助言 (6)

妻は，牧師から，ご主人を大切にと言

われた。しかし，妻は，教会に仕えた
いという。

家庭生活が安定していることが，奉仕
の前提条件と，牧師はいう。

牧師から，クリスチャンは離婚
できないでしょ。認めあい，祈
りなさいと助言を受けた。

i¥ 
教会活動の軽減・免除という牧師の措置(7)

牧師は(夫婦を)何とか続けるし
かないという。

今は牧師に事情を話し，教会奉仕の一
部について， (辞めることを)ある程度
了解してもらった。

牧師は現在の身心の調子の悪さを知っ
ているので，奉仕の役割はない。
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G3 他の信徒に本音を出せない

11 
他の信徒に本音を出せない (8)

教会のだれにも (DVのことを)
話せない。

図2

クリスチャン婦人は，こうある
べきだというイメージがあった 1I~一一暑
が，もう疲れた。

教会では，夫婦2人の関係は出
していない。教会の妻と家の中
の妻とは別人。

G4教会の集会が心の支えになった

11 

教会の集会が心の支えになった (9)

i教会の集会が支えになった。|

家庭集会に毎回参加し，自分の
家庭の事情 (DV)を隠さず話す
ようになった。

G 5 教会内の対人トラブルによる心労

信徒の不用意な言葉でキズつく (10)

教会の中では，そおっとしておい
てほしい。声をかけられるのが嫌。

教会長老から「そろそろ立ち直っ
た」とか「なぜ喜ばないのか」とい

われ，深くキズついた。

教会で「もっと勉強すればいいの
lこ」といわれ悲しむ。

教会内の対人関係に苦慮(11) 

2人とも教会にいっているが，妻

が教会でのトラブルで，教会アレ
ルギー。

自分が原因で，教会にトラブルが
おきた。

妻は教会の人間関係で不機嫌にな

る。それに応じて私も不機嫌にな

る。

信徒は理解してくれず，奉仕を強

要してくる。

|未信者の友のほうが，気が楽だ。

しっとやねたみ(12) 

教会にいって，理想的な夫婦をみると，ねたみが生じる。

教会で，夫とはちがう素敵な男性と接するといいなと思ってしまう。
そう思ってしまう自分を責めてしまう。
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図3

G6 子どもからの抗議

11 

子どもからの抗議 (13)

息子が，大声で，親はどんな家庭をつくりたいか教えろと，
つっかかってきた。

|子どもが両親のことを祈ってくれた。|

|子どもが，けんかは良くないと言ってきた司

I FMtn-c{l:Ù~iJ~El5to)::' e. ;;rtJT"?-c < n-C "~6o 1(14) 離れて住む姉が自分のことを祈引れている。|

G7信仰によって結婚したはずなのに

11 

信仰によって結婚したはずなのに (15) 

私は感情的に好きではなく，乗り気で、はなかったが，みことばの
「決断しなさい」によって結婚した。

長距離恋愛。お互いのことがわからないまま結婚した。 2人はク

リスチャン同士だったし。

G8相手に信仰さえあればうまくいくはず

11 

相手に信仰さえあれば、うまくいくはず(16) 

自宅で，食事会を聞いた。主人が教会の男性と会うことができ，う
れしい。

夫がクリスチャンになって，クリスチャン夫婦の生活がしたい。

当時，夫はクリスチャンで、はなかったが，結婚することで，伝道に
なると思っていた。それカままちカまっていた。
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図 4

G9現状が信仰者として，受け止めきれない

離婚が信仰上無理と葛藤(17) 

自分が離婚・別居することは，信

仰者として説明がつかない。

クリスチャンとして離婚できない。
不倫や買春もできない。

夫は，離婚・別居について，ノン
クリスチャンのメンツはどうなる

のかという。

なぜ，信仰者同士なのに関係が回
復できないのか(18) 

夫婦共に，教会にいっている。ク
リスチャンホームはこんなはずで

はない。

夫もクリスチャン。教会に通って

いる。なのに，けんかし，仲良く
なれない。

教会に家族でいくが，心は満たさ
れない。

夫婦で教会にいっているが，夫婦
関係はうまくいかない。

信仰ではどうにもならない (19) 

神の摂理とおもってがまんしてきたが，感情的に耐えられなくなった。

妻とコミュニケーションがとれない。性格的にあわない。これは信仰

とは別問題。

私は夫に対して信仰者として一生懸命ゃった。しかし努力ではどうに

もならない。
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図5

Gl0 配偶者への不満

配偶者への不満，怒り (20)

(信仰歴の長い)妻をみていると，

クリスチャンをやめてやると思う。

配偶者へのひがみ (21)

妻に対して，信仰をもっているく

せにと裁いてしまう。波風が立た
ないようにこちらが，がまんして
しユる。

夫は，私に注意を向け，内省はし
ているが，具体的に悔改めの行動
を示さない。

妻は律法的に自分を裁く。そんな

事を許さなければならないか。

主人はクリスチャンなのに，自殺
未遂をしたことがある。一緒にや
っていけない。

妻は教会の奉仕ばかり。神学校に
も行きたいといっている。家のこ
とをしてくれないと困る。

夫は教会の奉仕などやめろ， とど
なる。

自分は結婚後に，受洗。妻はクリ
スチャンホームで育つ。自分は妻
の生いたちをひがんでいる。

Gll 信仰上の受け止め努力

ヴ
二
て

十
い
一
ド
ν

る
一
信

え
一
と

耐
一
る

め
一
え

止
一
備

け
一
を

受
一
道

に
一
の

的
一
れ

仰
一
逃

信
一
は神

る

聖書による慰め (23)

エレミヤ書×章×節を主からもら

った。よって，家にとどまる。

|詩篇×篇×節が胸にグーッときた。|

祈り (24)

|祈ることを通川安を保ちたい。|

もっと神の臨在を感じたい。祈祷

室で， 1人祈るのが好き。

l静まりたい。うえかわきがある。 I

DV(被害)は神の試練。訓練されて
いると思う。

神様はまた，大きな宿題を私に与
えてくれた。

悩み，苦しみの脱出の道は十字架

しかない。神様が何かを気付かせ
ようとしている。

妻とのこと(不仲)は，十字架とし
て考えるほかない。
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表 2

要素 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

A 。。。。。。。。1 。
B 。2 。。。。。。2 2 1 

C 。。。1 。。。。。。1 

D 。。。1 。。。。。。。
E 。。。。。。。。1 。。
F 2 1 1 。。1 。。3 2 2 

G 。。。。1 。。。1 。1 

H 1 。。。。。。。。1 。
1 。。。。。。1 。。1 

J 。。。。1 1 。。。。。
K 。。。。1 。。。。。。
L 。。。。。。。。。。1 

M 1 。。。1 。。。。1 1 

N 。2 。。。。。。。1 1 

O 。。。。1 。。。。。。
P 。。1 。1 。。。。。。
Q 1 1 1 。2 1 1 。2 。。
R 。。。。。。。2 。。。
S 1 1 。。。。。。。1 。
T 。。1 。1 。1 。。。。
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ま
た
牧
師
に
本
音
が
出
せ
ず
、
相
談
は
し
て
い
る
が
す
べ
て
は
語
っ
て
い
な
い
ケ

l
ス
(
第
3
要
素
)
も
含
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
に
は
、
牧
師
に
対
す
る
強
い
期
待
が
あ
り
、
牧
師
中
心
に
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ

182 

こ
に
は
、
神
に
で
な
く
人
に
対
し
て
、
過
剰
に
期
待
し
た
り
、
甘
え
や
依
存
に
偏
る
危
う
さ
が
同
時
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

(2) 
「
牧
師
か
ら
の
助
言
内
容
に
対
す
る
不
満
」
グ
ル
ー
プ

(
G
2
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
ほ
、
信
徒
が
牧
師
に
、
夫
婦
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い
、
牧
師
か
ら
一
定
の
助
言
を
得
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
助

言
内
容
に
満
足
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
多
く
は
配
偶
者
の
好
ま
し
く
な
い
態
度
に
つ
い
て
の
非
難
を
中
心
に
牧
師
に
相
談
を
行
う

が
、
そ
う
し
た
際
に
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
か
ら
離
婚
は
出
来
な
い
で
し
ょ
。
認
め
合
い
、
祈
り
あ
い
な
き
い
」
な
ど
、

い
わ
ば
「
我
慢
し
な

さ
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
助
言
を
受
け
る
(
第
5
要
素
)
こ
と
を
差
し
、

そ
う
し
た
助
言
で
は
状
況
が
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

教
会
の
奉
仕
活
動
な
ど
よ
り
も
家
庭
生
活
や
夫
婦
関
係
を
大
切
に
し
な
さ
い
と
い
う
助
言
を
受
け
(
第
6
要
素
)
、

そ
れ
だ
け
で
は
や
は
り

具
体
的
な
助
け
に
な
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
ケ

l
ス
も
あ
る
。
ま
た
第
6
要
素
に
も
関
連
す
る
が
、
教
会
奉
仕
の
軽
減
・
免
除
措
置
を

牧
師
か
ら
指
示
、
提
案
さ
れ
た
ケ

1
ス
(
第
7
要
素
)
も
含
ま
れ
た
。

」
こ
に
は
、
牧
師
か
ら
の
助
言
が

「
我
慢
せ
よ
」
と
い
う
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
内
容
に
終
始
し
や
す
く
、
助
言
を
受
け
る
信
徒
か
ら
す
る

と
、
実
際
に
具
体
的
に
状
況
を
変
え
て
い
く
た
め
の
助
け
に
な
っ
て
い
な
い
感
じ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
臨
床
心
理
学
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
は
、
事
態
を
打
開
す
る
た
め
の
解
決
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
広
げ
る
こ
と
を
重
視
す
る
(
佐
藤
、

九
九
九

そ
う
す
る
こ
と
で
本
来

あ
る
解
決
へ
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
し
、
逆
に
い
え
ば
そ
れ
ほ
ど
夫
婦
の
相
談
で
は
、
和
解
か
決
裂
か
、
あ
る
い
は
我
慢
か

離
婚
か
と
い
っ
た
二
者
択
一
の
状
況
に
自
ら
を
追
い
込
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
我
慢
せ
よ
」
と
い
う
助

言
は
、
二
者
択
一
的
な
状
況
を
強
化
し
て
し
ま
い
や
す
く
、
実
際
上
の
助
け
に
な
か
な
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
奉
仕
よ
り
も
家
庭
を
重
視
せ
よ
と
い
う
助
言
は
、
相
談
依
頼
者
の
抱
え
て
い
る
問
題
が
重
大
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
本
人
に



伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
家
庭
の
問
題
を
隠
蔽
し
て
、
教
会
生
活
を
熱
心
に
送
っ
て
い
る
よ
う
な
人
に
対
し
て
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
助
言
の
場
合
で
も
、
問
題
の
外
堀
を
調
整
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
問
題
の
内
実
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

相
談
を
し
た
信
徒
は
、
解
決
に
至
る
助
け
に
な
ら
な
い
感
じ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

(3) 
「
他
の
信
徒
に
本
音
を
出
せ
な
い
」
グ
ル
ー
プ

(
G
3
)

こ
の
、
グ
ル
ー
プ
で
は
、
夫
婦
・
家
庭
問
題
を
他
の
信
徒
に
は
言
え
ず
、
信
徒
と
表
面
的
に
接
し
た
り
、
教
会
で
は
仲
の
良
い
夫
婦
を
演
じ

て
い
る
よ
う
な
場
合
(
第
8
要
素
)
を
指
す
。

こ
れ
は
、
本
音
の
日
常
生
活
と
、
建
前
の
教
会
生
活
に
二
元
化
し
て
い
る
状
態
と
考
え
ら
れ
る
。
信
仰
と
は
、
年
数
と
経
験
を
重
ね
な
が

ら
、
広
が
り
を
見
せ
、
社
会
や
職
業
な
ど
多
く
の
領
域
に
わ
た
っ
て
神
と
の
関
係
で
物
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
も
の
(
小
助
川
、

一
九
七
九
)
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
二
元
化
の
状
態
と
い
う
の
は
、
信
仰
初
期
の
状
態
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
小
助
川
に
よ
る
と
、

「
ひ
と
つ
の
こ
と
を
真
に
解
決
し
て
い
な
い
た
め
に
、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
も
の
で
あ

り
、
信
仰
の
固
着
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
夫
婦
や
親
子
と
い
っ
た
身
近
な
人
と
の
関
係
の
持
ち
方
と
い
う
の
は
、

誰
し
も
が
、
真
に
解
決
(
神
の
摂
理
や
恵
み
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
る
)
す
る
こ
と
の
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
夫
妻
の
相
性
や
人
格
的
成
熟
、

ま
た
周
囲
の
援
助
体
制
な
ど
の
差
に
よ
り
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
露
骨
な

一
一
元
化
を
早
々
に
生
じ
さ
せ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(4) 
「
教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ
た
」
グ
ル
ー
プ

(
G
4
)

」
の
、
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
家
庭
集
会
に
出
席
す
る
中
で
、
自
分
の
家
庭
の
事
情
を
隠
さ
ず
話
す
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
場
合
(
第
9
要

素
)
を
指
す
。
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い
わ
ば
本
音
の

領
域
が
教
会
生
活
に
も
及
ん
で
い
く
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
内
心
の
問
題
を
教
会
生
活
の
中
で
扱
わ
れ
、
元
気
づ
け
ら
れ
、
解
決
に

こ
れ
は
前
述
3
(
G
3
)
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す
ぐ
に
で
は
な
く
と
も
、
徐
々
に
自
己
開
示
に
至
り
、
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至
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(5) 
「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
労
」
グ
ル
ー
プ

(
G
5
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
他
の
信
徒
の
不
用
意
な
言
葉
で
傷
つ
い
た
り
(
第
日
要
素
)
、
教
会
内
の
対
人
関
係
に
苦
慮
し
、
世
俗
の
つ
き
あ

い
の
ほ
う
が
楽
だ
と
感
じ
た
り
(
第
日
要
素
)
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
会
内
で
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
夫
婦
を
み
て
し
っ
と
や
ね
た
み

を
感
じ
る
ケ

l
ス
(
第
円
以
要
素
)
も
含
ま
れ
た
。

こ
れ
は
前
述
3
(
G
3
)
と
同
様
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
他
罰
的
、
攻
撃
的
で
あ
り
、
二
元
化
と
は
い
え
、
非
順
応
的
な

要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(6) 
「
子
ど
も
か
ら
の
抗
議
」
グ
ル
ー
プ

(
G
6
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
夫
婦
不
仲
が
子
ど
も
の
目
に
も
明
ら
か
で
、
多
く
は
幼
い
子
ど
も
か
ら
「
け
ん
か
は
良
く
な
い
」
「
祈
ら
な
く
ち

ゃ
」
な
ど
と
純
真
な
発
言
を
親
が
受
け
る
も
の
で
あ
る
(
第
日
要
素
)
。

夫
婦
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
自
己
努
力
と
は
別
に
、
肉
親
、
親
族
か
ら
の
介
入
が
大
き
な
資
源
と
な
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
と
こ

ろ
が
キ
リ
ス
ト
者
夫
妻
の
場
合
、
信
仰
の
有
無
と
い
う
違
い
(
す
な
わ
ち
親
や
親
族
が
未
信
者
と
い
う
こ
と
)
か
ら
、
親
や
親
族
と
は
距
離

を
と
る
傾
向
に
あ
り
、
核
家
族
を
営
む
中
で
、
唯
一
の
同
居
家
族
で
あ
る
子
ど
も
か
ら
素
朴
な
介
入
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。



(7) 
「
信
仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」
グ
ル
ー
プ

(
G
7
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
信
仰
者
同
士
で
結
婚
し
た
と
き
の
か
つ
て
の
期
待
と
現
在
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る
も
の
(
第
日
要
素
)
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
信
仰
的
価
値
観
を
強
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
悪
い
意
味
で
他
力
本
願
的
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
極
端

な
例
と
し
て
、
自
分
の
選
択
の
責
任
を
考
え
ず
に
、
神
の
導
き
を
す
べ
て
と
し
て
配
偶
者
を
選
ん
だ
場
合
に
、

か
え
っ
て
、
相
手
に
結
婚
後

失
望
を
抱
く
と
、
結
婚
自
体
が
実
は
導
き
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ

に
は
、
神
の
導
き
に
従
う
こ
と
と
同
時
に
、

そ
れ
に
伴
う
人
と
し
て
の
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
姿
が
疑
わ
れ
る
。

(8) 
「
相
手
に
信
仰
さ
え
あ
れ
ば
う
ま
く
い
く
は
ず
」
グ
ル
ー
プ

(
G
8
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
配
偶
者
が
信
仰
を
持
っ
て
い
な
い
夫
婦
の
場
合
で
あ
る
が
、
も
し
配
偶
者
が
信
仰
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
す
べ

て
は
う
ま
く
い
く
は
ず
だ
、
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
配
偶
者
に
信
仰
が
な
い
か
ら
だ
と
い
う
ケ

l
ス
(
第
日
要
素
)
で
あ
る
。

こ
れ
は
前
述
7
(
G
7
)
の
構
造
と
似
て
い
る
面
が
あ
る
。
信
仰
者
で
あ
れ
ば
う
ま
く
い
く
は
ず
で
あ
る
と
い
う
期
待
に
は
、
も
し
そ
れ

だ
け
だ
と
す
る
と
、
き
わ
め
て
他
罰
的
で
、
自
己
の
責
任
を
放
棄
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

(9) 
「
現
状
が
信
仰
者
と
し
て
受
け
止
め
き
れ
な
い
」
グ
ル
ー
プ

(
G
9
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
夫
婦
関
係
に
絶
望
し
て
、
離
婚
を
考
え
る
も
信
仰
上
無
理
で
あ
る
と
と
葛
藤
し
た
(
第
げ
要
素
)
り
、
な
ぜ
信
仰
者

同
士
な
の
に
関
係
が
回
復
で
き
な
い
か
と
悩
ん
だ
り
(
第
凶
要
素
)
す
る
ケ

1
ス
で
あ
る
。
ま
た
、

さ
ら
に
事
態
を
絶
望
視
し
、
信
仰
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
あ
き
ら
め
る
ケ

l
ス
(
第
四
要
素
)
も
含
ま
れ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
信
仰
者
と
し
て
今
起
き
て
い
る
現
実
が
意
味
づ
け
ら
れ
な
い
感
じ
を
示
し
て
お
り
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
前
述

(7)
の
意
味
合
い
に
近
似
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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(
印
)

「
配
偶
者
へ
の
不
満
」
グ
ル
ー
プ

(
G
m
)

186 

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
配
偶
者
へ
の
不
満
、
怒
り
を
表
明
し
た
り
(
第
初
要
素
)
、
配
偶
者
へ
の
ひ
が
み
を
表
明
し
た
り
(
第
幻
要
素
)
し

て
い
る
。

も
と
も
と
配
偶
者
へ
の
不
満
と
い
っ
て
も
、
信
仰
生
活
や
教
会
生
活
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
の
み
を
採
集
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ

で
の
不
満
の
表
明
は
、
「
(
相
手
が
)
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
く
せ
に
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
非
難
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
前

述
7
(
G
7
)
の
意
味
合
い
に
近
似
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
日
)

「
信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
」
グ
ル
ー
プ

(
G
H
)

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
現
状
を
信
仰
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
り
、
聖
書
の
言
葉
や
祈
り
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
(
第

辺
要
素
)
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
の
夫
婦
の
問
題
を
、
「
試
練
」
「
宿
題
」
「
十
字
架
」
と
し
て
捉
え
、
個
人
的
信
仰
的
な
受
け
止
め
方
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
耐
え
て
い
こ
う
と
し
た
り
(
第
辺
要
素
)
、
具
体
的
な
聖
書
の
言
葉
を
自
分
に
適
用
す
る
こ
と
で
慰
め
や
癒
し
を
得
た
り
(
第
お
要

素
)
、
神
の
臨
在
や
静
け
さ
を
希
求
す
る
(
第
M
要
素
)
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
一
般
的
に
奨
励
さ
れ
て
い
る
信
仰
的
な
問
題
解
決
の
一
つ
の
姿
勢
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
「
と
ど
ま
れ
」
と
い
う
聖
書

の
言
葉
か
ら
別
居
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
第
お
要
素
に
該
当
す
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
除
け
ば
、
他
は
い
ず
れ
も
抽
象
度
が
非
常
に
高
く
、

配
偶
者
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
ず
、
個
人
と
し
て
の
内
閉
性
、
安
定
性
に
向
か
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
関
係
性
の
改
善
に
は
や

や
遠
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。



皿

分
析
2

外
在
変
数
(
対
象
者
の
属
性
)
に
よ
る
類
型
の
検
討

調
査
対
象
者

分
析
1
と
同
様
で
あ
る
。

2 

方
法
と
結
果

先
の

3
の
対
象
者
を
、
①
来
談
者
の
結
婚
時
の
信
仰
の
有
無
に
分
け
た
場
合
(
日
一

7
)
、
②
牧
師
へ
の
相
談
の
有
無
に
分
け
た
場
合

(ロ…

8
)
、
③
離
婚
、
別
居
志
向
の
有
無
に
分
け
た
場
合

(
5
一
日
)
、
④
夫
婦
問
暴
力

(
D
V
)
の
有
無
に
分
け
た
場
合

(
8
一
ロ
)
、
⑤
子

ど
も
の
有
無
に
分
け
た
場
合
(
ロ
名
一

8
名
)
、
⑥
男
女
に
分
け
た
場
合

(
7
一
日
)
に
、
属
性
ご
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
数
の
平
均
を
図

6
1
m

に
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
二
群
比
較
を
行
っ
た
の
は
、
各
指
標
が
、
結
婚
の
受
け
止
め
方
や
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
の
信
仰
と
の
か
か
わ
り

を
示
す
の
に
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

サ
ン
プ
ル
数
が
あ
ま
り
に
少
な
い
の
で
統
計
的
に
有
意
な
差
を
指
摘
で
き
な
い
た

め
、
平
均
値
の
差
異
が
大
き
い
も
の
か
ら
、

お
お
ま
か
な
特
徴
を
以
下
に
示
す
こ
と
と
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
小
標
本
に
よ
る
暫
定
的
な
も

の
と
す
る
。
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1 :牧師の対応姿勢への不満図6

0.7 

0.5 

0.4 

0.6 

0.3 

0.2 

0.1 

女男
子

ありなし

DV 
ありなし

離婚志向

ありなし

牧師相談

ありなし

婚時信仰

ありなし

。

3 

考
察

188 

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
以
下
、
見
て
い
く
。

(1) 
「
牧
師
の
対
応
姿
勢
へ
の
不
満
」
グ
ル
ー
プ

(
G
1
)

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
牧
師
へ
の
相
談
」
を
し
、
「
離
婚
・
別
居
」

は
考
え
て
い
な
い
。

」
れ
は
、

ま
た
、
や
や
「
男
性
」
に
多
い
。

信
仰
の
枠
内
で
解
決
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
自
分
が
思
う
よ
う
に

は
牧
師
が
助
け
て
く
れ
な
い
不
満
を
抱
い
て
い
る
群
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
ま
た
、
男
性
の
場
合
、
牧
師
か
ら
ど
の
く
ら
い
重
視
、

尊
重
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
メ
ン
ツ
の
問
題
も
関
わ
っ
て
く
る
場

合
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

(2) 
「
牧
師
か
ら
の
助
言
内
容
に
対
す
る
不
満
」
グ
ル
ー
プ

(
G
2
)
 

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
多
く
が

「
結
婚
時
に
は
信
仰
」

を
持
ち
、

結
婚
生
活
に
つ
い
て
信
仰
的
価
値
観
を
抱
い
て
い
る
者
が
多
い
と

思
わ
れ
、

「
牧
師
へ
の
相
談
」
も
し
て
い
る
。

し
か
し
、

D
V
被



2 :牧師からの助言内容への不満図 7

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

女男
子

ありなし

DV 
ありなし

離婚志向

ありなし

牧師相談

ありなし

婚時信仰

ありなし

。

害
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
離
婚
・
別
居
志
向
も
な
く
は
な
く
、

状
況
は
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

(3) 
「
他
の
信
徒
に
本
音
を
出
せ
な
い
」
グ
ル
ー
プ

(
G
3
)

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
結
婚
時
に
は
信
仰
」
を
持
ち
、

「
離
婚

別
居
」
を
考
え
て
い
な
い
。
他
の
信
徒
に
は
本
音
を
出
せ
な
い
反

面

「
牧
師
へ
の
相
談
」
は
比
較
的
行
っ
て
い
る
。
問
題
解
決
が

長
期
戦
と
な
り
、
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て

種
の
安
定
を
見
せ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

(4) 
「
教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ
た
」
グ
ル
ー
プ

(
G
4
)
 

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
全
員
が
「
女
性
」

で、

「
結
婚
時
に
信
仰
」

は
な
く
、

か
つ
現
在
は

D
V
被
害
を
受
け
な
が
ら
、

「
離
婚
・
別

居
」
を
考
え
て
い
る
。
必
ず
し
も
牧
師
に
は
相
談
し
て
お
ら
ず
、

教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
、
家
庭
集

会
な
ど
小
規
模
な
交
流
の
中
で
、
情
緒
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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図 8 3:信徒に本音出せない
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図9 4:教会の集会が心の支え
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5 :教会内の対人トラブルによる心労図10
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。

(5) 
「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
労
」
グ
ル
ー
プ

(
G
5
)
 

」
の
、
グ
ル
ー
プ
は
、

「
結
婚
時
に
は
信
仰
」
を
持
ち
、
教
会
生

活
も
比
較
的
長
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
他
の
信
徒
に
対
し
て

不
満
や
批
判
、
あ
る
い
は
被
害
感
を
抱
い
て
い
る
。
信
徒
に
対
す

る
期
待
が
強
く
、
信
徒
か
ら
の
慰
め
の
言
葉
に
も
傷
つ
く
エ
ピ
ソ

ー
、
ド
も
あ
り
、

た
ぶ
ん
に
自
分
た
ち
夫
婦
の
問
題
を
、
他
罰
的
、

八
つ
当
た
り
的
に
処
理
し
て
い
る
側
面
も
混
入
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

(6) 
「
子
ど
も
か
ら
の
抗
議
」
グ
ル
ー
プ

(
G
6
)

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
当
然
な
が
ら
「
子
ど
も
」
が
い
る
。

婚
時
に
は
信
仰
」
が
あ
り
、

「
D
V
」
も
な
く
、
あ
る
意
味
で
家

族
と
し
て
の
健
康
度
が
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た

め
、
家
族
の
一
員
で
あ
る
幼
い
子
ど
も
が
、
思
っ
た
こ
と
を
率
直

に
親
に
話
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

そ
れ
を
親
が
さ
え
ぎ
る
こ

と
な
く
聞
く
姿
勢
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(7) 
「
信
仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」
グ
ル
ー
プ 「結
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図11 6:子どもからの抗議
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図12 7:信仰によって結婚したはずなのに
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8 :相手に信仰さえあればなんとかなる図13
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)
 

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
当
然
な
が
ら
「
結
婚
時
に
は
信
仰
」
を
持

っ
て
い
る
。
全
員
が
「
女
性
」
で
あ
り
、

一
部
D
V
被
害
に
遭
っ

て
い
る
者
も
い
る
も
の
の
、
離
婚
・
別
居
志
向
が
な
く
、
何
と
か

し
て
信
仰
の
枠
内
で
解
決
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
先
の
分
析
ー
で
は
、
神
の
導
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
こ
み
を
し
や
す
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、

そ
れ
が
す
ぐ
に
離
婚
・
別
居
志
向
に
な
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。(8) 

「
相
手
に
信
仰
さ
え
あ
れ
ば
う
ま
く
い
く
は
ず
」
グ
ル

ー
プ

(
G
8
)

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
全
員
が
「
女
性
」
で
あ
り
、

D
V
被
害
は

な
い
も
の
の
、

「
離
婚
・
別
居
志
向
」
が
強
い
。
配
偶
者
が
信
仰

を
持
て
ば
う
ま
く
い
く
は
ず
だ
が
、
持
っ
て
い
な
い
の
で
状
況
を

悲
観
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(9) 
「
現
状
が
信
仰
者
と
し
て
受
け
止
め
き
れ
な
い
」
グ
ル

ー
プ

(
G
9
)
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9 :現状を信仰者として受け止めきれない図14
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O 

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
結
婚
時
に
は
信
仰
」
を
持
っ
て
い
た
も

の
が
多
い
と
思
わ
れ
、
現
在
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
信
仰
者
と
し

194 

て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し

か
し
、
他
に
特
徴
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
多
様
に
ば
ら
つ

い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
叩
)

「
配
偶
者
へ
の
不
満
」
グ
ル
ー
プ

(
G
m
)

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
男
性
」
が

「
牧
師
へ
の
相
談
」
が
あ
り
、

多
い
。
配
偶
者
へ
の
不
満
、
怒
り
を
牧
師
に
は
き
出
し
、
肩
入
れ
、

共
感
を
求
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)

「
信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
」
グ
ル
ー
プ

(
G
H
)

」
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
牧
師
へ
の
相
談
」
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た

「
男
性
」

が
多
く
、
属
性
と
の
関
係
で
は
前
記

(
G
m
)
と
似
て
お
り
、
外
に
は
き
出
す
の
が

(
G
m
)
、
内
に
と
ど

め
て
洞
察
す
る
の
が

(
G
H
)
と
い
う
対
照
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。



図15 10:配偶者への不満
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図16 11:信仰上の受け止め努力
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I96 

IV 

分
析
3

双
対
尺
度
法
に
よ
る
分
析

調
査
対
象
者

分
析
1
と
同
様
で
あ
る
。

2 

方
法
と
結
果

分
析
1
に
お
い
て
、

K

J
法
で
抽
出
し
た
要
素
聞
の
関
係
を
調
べ
る
た
め
に
、
表
2
に
ま
と
め
た
各
要
素
に
含
ま
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対

す
る
対
象
者
の
発
言
数
を
双
対
尺
度
法
を
用
い
て
解
析
し
、

1
軸
か
ら
3
軸
ま
で
抽
出
し
た
(
表
3
)
。
1
軸
×

2
軸
、
ー
軸
×

3
軸
で
各
要

素
の
布
置
を
み
た
と
こ
ろ
、

1
軸
×

2
軸
に
お
い
て
は
布
置
が
あ
ま
り
ば
ら
け
ず
、
軸
の
意
味
づ
け
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

2
軸
を

放
棄
し
、

1
軸
×
3
軸
で
以
下
考
察
を
行
う
(
図
げ
)
。

1
軸
が
横
軸
、

3
軸
が
縦
軸
で
あ
る
。
寄
与
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
・
五
七
%
、
一
七
・

七
一
%
(
累
積
寄
与
率
四
一
・
二
八
%
)
で
あ
っ
た
。

3 

考
察

(1)
各
要
素
の
類
似
性
の
検
討



各
要
素
の
二
次
元
布
置
か
ら
、
各
要
素
の
類
似
性
を
検
討
す
る
。

第
1
軸
、
第
3
軸
と
も
に
正
の
方
向
に
、

「
牧
師
の
助
言
内
容
へ
の
不
満
」

(
G
2
)
、
「
配
偶
者
へ
の
不
満
」

(
G
m
)
が
布
置
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
牧
師
に
相
談
す
る
際
に
、
配
偶
者
へ
の
不
満
、
非
難
を
中
心
に
据
え
る
が
、

そ
れ
に
対
し
て
牧
師
か
ら
具
体
的
な
助
言
や
肩
入
れ

的
な
励
ま
し
が
得
ら
れ
ず
に
、
も
ん
も
ん
と
し
て
い
る
状
態
を
示
し
て
い
る
も
の
が
集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
軸
に
正
方
向
に
、
第
3
軸
に
負
方
向
に
、

「
他
の
信
徒
に
本
音
が
出
せ
な
い
」

(
G
3
)
、
「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
労
」

(
G
5
)
、
「
信
仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」

(
G
7
)
が
布
置
さ
れ
た
。

」
れ
ら
は
、
他
の
信
徒
と
の
関
係
が
非
常
に
警
戒
的
、
表

表 3

第1軸 第2軸 第3軸

G1 -0.05189 0.188048 0.428584 I 

G2 0.231438 0.0733 0.789256 I 

G3 0.504765 0.252954 -1.02122 I 

G4 -1.20187 4.56448 -0.68228 

G5 0.513833 0.244598 一1.21433

G6 0.431503 0.213021 -0.55467 

G7 0.576331 0.300343 -1.34495 

G8 -3.68743 1.286622 -0.51127 

G9 0.315904 0.118217 0.302587 

GlO 0.180498 0.076448 0.846223 

G11 -0.16495 -0.31189 0.438392 

相関比の二乗 0.7843 0.7671 0.5894 

相関比 0.8856 0.8758 0.7677 

寄 与率 0.2357 0.2305 0.1771 

累積寄与率 0.2357 0.4662 0.6433 

カイ二乗値 73.6282 69.9394 42.7224 

自 由度 28 26 24 

P 値 0.0000 0.0000 0.0107 
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面
的
で
あ
り
、
演
技
的
に
信
仰
者
と
し
て
の
面
白
を
保
と
う
と
し
て
お
り
、

そ
の
実
際
の
姿
と
取
り
繕
っ
た
姿
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
状
態
の

も
の
が
集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
軸
に
負
方
向
に
、
第
3
軸
に
正
方
向
に
、

「
信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
」

(
G
U
)
が
布
置

「
牧
師
の
対
応
姿
勢
へ
の
不
満
」

(
G
1
)
、

さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
信
仰
的
解
決
を
求
め
る
気
持
ち
が
強
く
、
満
足
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
懸
命
に
個
人
と
し
て
の
内
的
安
定
や
癒
し

を
求
め
た
り
、
牧
師
と
い
う
宗
教
的
指
導
者
を
頼
り
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
軸
、
第
3
軸
と
も
に
負
の
方
向
に
、

「
相
手
に
信
仰
さ
え
あ
れ
ば
う
ま
く
い
く
は
ず
」

(
G
8
)
、
「
教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ

た」

(
G
4
)
が
布
置
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
第
1
軸
の
値
が
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
単
独
に
布
置
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
の

ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

(2)
軸
の
命
名

双
対
尺
度
法
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
軸
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
高
い
負
荷
を
示
す
グ
ル
ー
プ
を
手
が
か
り
に
、
軸
の
命
名
を
行
う
。

第
1
軸
を
み
る
と
、

「
相
手
に
信
仰
さ
え
あ
れ
ば
」

(
G
8
)
、
「
教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ
た
」

(
G
4
)
が
高
い
負
の
負
荷
を
持
ち
、

ま
た

「
信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
」

(
G
U
)
、
「
牧
師
の
対
応
姿
勢
へ
の
不
満
」

(
G
1
)
も
負
の
負
荷
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
信
仰
や

教
会
に
よ
る
問
題
解
決
へ
の
期
待
が
見
ら
れ
る
。
対
極
に
は
、

「
信
仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」

(
G
7
)
、
「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
る
心
労
」

(
G
5
)
、

「
現
状
が
信
仰
者
と
し
て
受
け
止
め
き
れ
な
い
」

(
G
9
)
な
ど

「
他
の
信
徒
に
本
音
が
出
せ
な
い
」

(
G
3
)
、

が
あ
り
、
信
仰
や
教
会
へ
の
失
望
が
共
通
し
た
テ
1
マ
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
1
軸
は
「
信
仰
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
・
で
き

な
い
」
と
命
名
し
た
。

ま
た
、
第
3
軸
を
見
る
と
、

「
牧
師
の
助
言
内
容
へ
の
不
満
」

(
G
2
)
な
ど
が
比
較
的
高
い
正
の
負
荷
を

「
配
偶
者
へ
の
不
満
」

(
G
m
)
、

キリスト教信仰夫婦の葛藤に関する臨床的検討199 



持
ち
、
配
偶
者
へ
の
不
満
、
ま
た
夫
婦
問
題
に
つ
い
て
自
分
に
肩
入
れ
し
な
い
牧
師
へ
の
不
満
が
見
ら
れ
る
。
対
極
に
は
、
「
信
仰
に
よ
っ

て
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」

(
G
7
)
、

「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
労
」

(
G
5
)
、

「
他
の
信
徒
に
本
音
が
出
せ
な
い
」

(
G
3
)
、

200 

「
教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ
た
」

(
G
4
)
な
ど
が
あ
り
、
教
会
と
い
う
社
会
で
の
社
交
や
適
応
が
共
通
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
対
家
庭
生
活
(
配
偶
者
)
・
対
教
会
生
活
」
と
命
名
し
た
。

V 

分
析
4

典
型
事
例
の
検
討

調
査
対
象
者

分
析
1
と
同
様
で
あ
る
。

2 

方
法
と
結
果

分
析
3
に
お
い
て
、
双
対
尺
度
法
に
よ
り
抽
出
し
た
軸
ご
と
に
、
ケ
ー
ス
の
因
子
得
点
を
算
出
し
、

そ
の
正
負
に
高
い
負
荷
を
持
つ
事
例

を
典
型
事
例
と
考
え
、
軸
の
意
味
に
つ
い
て
臨
床
的
な
検
討
を
行
う
(
た
だ
し
、
匿
名
性
を
確
保
す
る
た
め
、
単
独
事
例
で
な
く
、
同
じ
高

い
負
荷
を
持
つ
複
数
例
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
提
示
す
る
)
。



3 

考
察

(1)
第
1
軸
(
正
)
の
事
例
(
信
仰
に
よ
る
解
決
に
失
望
を
抱
い
て
い
る
ケ

l
ス
)

妻
(
四

O
代
、
主
婦
)
か
ら
の
相
談
。

来
談
時
の
主
訴
|
|
出
産
、
子
育
て
以
降
、
不
眠
と
い
ら
い
ら
感
が
募
っ
て
い
る
。
ま
た
、
夫
婦
仲
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

結
婚
の
経
過
|
|
信
仰
は
学
生
時
代
よ
り
持
ち
、
結
婚
時
は
、
当
時
自
分
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
男
性
を
信
仰
に
導
い
た
上
で
結
婚
。
結

婚
は
聖
書
の
言
葉
が
神
に
与
え
ら
れ
、
信
仰
に
よ
っ
て
決
断
し
た
。
も
と
も
と
夫
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
強
い
恋
愛
感
情
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
結
婚
後
は
、
夫
が
自
分
と
結
婚
す
る
た
め
に
信
者
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
、
結
婚
自
体
を
神
の
導
き
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

夫
へ
の
不
満
ー
ー
夫
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
多
忙
で
、
帰
宅
も
遅
い
が
、
妻
の
話
は
よ
く
聞
く
。
買
い
物
も
自
分
か
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
家
事
、
育
児
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
。
教
養
が
な
く
、
話
題
に
乏
し
く
、

一
緒
に
い
て
楽
し
く
な
い
。
職
業
人

と
し
て
も
も
っ
と
出
世
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
夫
が
休
日
、
家
に
い
る
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
も
感
じ

て
い
る
。

牧
師
の
助
言
l
l
牧
師
は
夫
の
肩
を
持
つ
。
教
会
に
行
っ
て
も
心
が
満
た
さ
れ
な
い
。
教
会
で
理
想
的
な
他
の
夫
婦
を
見
る
と
ね
た
ま
し

く
感
じ
る
。

そ
の
他
の
動
き
|
|
幼
い
子
ど
も
か
ら
「
マ
マ
は
パ
パ
の
悪
口
ば
か
り
を
言
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
。

面
接
・
相
談
経
緯
ー
ー
ー
本
ケ

1
ス
に
お
い
て
は
、
長
期
間
の
面
接
の
中
で
、
本
人
(
妻
)
が
自
分
自
身
の
か
つ
て

O
L
を
し
て
い
た
時
の

挫
折
体
験
や
、
原
家
族
と
の
関
係
な
ど
の
洞
察
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
夫
と
の
か
か
わ
り
を
軟
化
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
婚
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時
に
は
、
夫
の
お
お
ら
か
さ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
想
起
さ
れ
、
結
婚
も
、
要
求
水
準
の
高
い
妻
自
身
の
生
き
方
を
変
え
る
た

め
に
備
え
ら
れ
た
、
や
は
り
神
の
導
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

202 

軸
の
命
名
と
ケ

1
ス
理
解
|
|
本
ケ

1
ス
は
、

1
軸
正
の
、

「
信
仰
に
よ
る
解
決
に
失
望
を
抱
い
て
い
る
」

典
型
ケ

1
ス
と
し
て
と
り
あ
げ
た
が
、
先
の
グ
ル
ー
プ
で
い
う
と
「
牧
師
か
ら
の
助
言
内
容
へ
の
不
満
」

(
G
2
)
、
「
他
の
信
徒
に
本
音
が

出
せ
な
い
」

(
G
3
)
、
「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
労
」

(
G
5
)
、
「
子
ど
も
か
ら
の
抗
議
」

(
G
6
)
、
「
信
仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た

は
ず
な
の
に
」

(
G
7
)
、
「
現
状
が
信
仰
者
と
し
て
受
け
止
め
き
れ
な
い
」

(
G
9
)
が
該
当
す
る
ケ

l
ス
で
あ
る
。

本
ケ

l
ス
で
は
、
本
人
が
夫
へ
の
不
満
を
信
仰
や
教
会
生
活
と
の
関
連
で
述
べ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
「
配
偶
者
へ
の
不
満
」

(
G

ω)
に
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
信
仰
上
の
限
ら
れ
た
領
域
で
な
く
、
広
く
夫
の
存
在
全
般
に
対
し
て
不
満
を
抱
い

て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
信
仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
は
ず
な
の
に
」

(
G
7
)
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
先
の

H
(
7
)
で
考
察
し
た
よ
う
に
、

本
人
が
結
婚
自
体
を
神
の
導
き
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
述
べ
て
い
る
が
、
離
婚
・
別
居
は
考
え
て
い
な
い
と
言
う
。
こ

れ
は
、
夫
婦
不
仲
だ
と
は
い
え
、
夫
は
妻
の
要
求
に
従
属
的
に
対
応
し
て
く
れ
、

D
V
被
害
な
ど
の
よ
う
な
逼
迫
し
た
事
情
も
な
く
、
表
面

的
に
は
平
穏
な
家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
に
、
本
人
に
と
っ
て
夫
婦
不
仲
だ
け
が
突
出
し
た
問
題

で
は
な
く
、
教
会
の
人
間
関
係
も
、

そ
の
他
生
活
の
全
般
も
、
本
人
か
ら
す
れ
ば
す
べ
か
ら
く
不
適
応
感
が
あ
り
、
離
婚
・
別
居
に
よ
っ
て

も
、
そ
れ
ら
が
一
気
に
解
消
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
ケ

l
ス
を
臨
床
的
に
検
討
す
る
な
ら
、
現
代
の
日
本
社
会
一
般
に
見
ら
れ
る
夫
婦
の
構
造
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
妻
に
は
も
と
も
と
上
昇
志
向
、
職
業
人
志
向
が
強
く
、
夫
に
社
会
的
成
功
を
求
め
な
が
ら
も
、
妻
へ
の
支
援
・
受
容
を
も
併
せ

求
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
夫
の
対
応
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
失
望
し
続
け
る
関
係
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
原
家
族
と
関
係
に
お
い
て
未
解

決
な
問
題
を
引
き
ず
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
あ
る
時
期
ま
で
は
自
ら
の
職
業
人
と
し
て
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
紛
ら
わ
せ
て
き
て
い



る
の
で
あ
る
が
、
子
育
て
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
職
業
人
と
し
て
の
挫
折
に
お
い
て
、

そ
う
し
た
職
業
生
活
を
失
う
と
、

と
た
ん
に
不
適
応
感
を
噴
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
自
覚
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
真
の
自
己
受
容
を
経
な
い
と
、

後
も
成
果
主
義
、
競
争
主
義
と
し
て
様
々
な
領
域
に
顔
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
本
事
例
に
お
い
て
は
、
他
の
信
徒
に
本
音
が
出
せ
ず
、
他
の

夫
妻
を
ね
た
ま
し
く
思
い
、
ま
た
牧
師
に
対
し
て
夫
の
肩
を
持
つ
と
反
発
す
る
な
ど
、

そ
う
し
た
成
果
主
義
、
競
争
主
義
の
下
、
他
と
自
分

を
比
較
し
、
優
越
感
や
劣
等
感
に
刺
激
さ
れ
る
姿
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

面
接
開
始
時
に
は
、
本
人
は
信
仰
・
教
会
生
活
領
域
に
お
い
て
も
、

そ
れ
以
外
の
領
域
に
お
い
て
も
、
自
他
に
対
し
て
高
い
要
求
水
準
を

持
ち
が
ち
で
、

そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
根
深
い
無
力
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
先
に
命
名
し
た

「
信
仰
に
よ
る
解
決
に
失
望
し
て
い
る
」
と
い
う
内
実
は
、
こ
の
よ
う
に
生
活
全
般
の
不
適
応
感
に
根
ざ
し
て
い
る
も

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
ケ

l
ス
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
時
間
の
か
か
る
難
し
い
作
業
で
あ
る
が
、
本
人
の
職

業
な
ど
自
己
実
現
の
挫
折
体
験
を
自
覚
・
受
容
し
て
も
ら
い
、
原
家
族
と
の
関
係
へ
の
洞
察
を
促
す
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
ま
た
、

し
た
作
業
が
本
人
の
信
仰
上
の
意
味
づ
け
と
一
致
し
て
い
く
と
き
、
問
題
解
決
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(2)
第
3
軸
(
正
)
の
事
例
(
対
教
会
生
活
で
は
な
く
、
対
家
庭
生
活
(
配
偶
者
)
に
関
心
を
向
け
て
い
る
ケ

l
ス
)

夫
(
五

O
歳
代
、
会
社
員
)
か
ら
の
相
談
。

来
談
時
の
主
訴

l
l自
分
の
転
職
を
契
機
に
、
不
眠
、
抑
う
つ
気
分
が
続
き
、
何
事
に
も
意
欲
が
わ
か
ず
、
先
行
き
へ
の
不
安
が
あ
る
。

結
婚
の
経
過
1

1

信
仰
者
同
士
で
恋
愛
結
婚
。
家
族
で
外
出
す
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
教
会
に
は
家
族
で
通
う
。
妻
は
出
産
後
は
専
業
主

婦
に
な
っ
た
が
、
夫
の
転
職
等
に
よ
り
経
済
収
入
が
不
安
定
に
な
る
と
、
再
就
職
を
果
た
し
た
。
夫
は
そ
の
こ
と
か
ら
妻
の
強
気
の
一
言
動
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
妻
か
ら
夫
へ
の
非
難
が
常
態
化
し
た
と
感
じ
て
い
る
。
夫
婦
と
も
信
仰
を
持
ち
、
教
会
に
通
っ
て
い
る
の
に
、
こ
ん
な

そ
の

そ〉つ
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は
ず
は
な
い
。
妻
に
対
し
て
信
仰
を
持
っ
て
い
る
く
せ
に
と
裁
い
て
し
ま
う
。
妻
は
家
と
教
会
で
は
別
人
の
よ
う
だ
と
感
じ
て
い
る
。

妻
へ
の
不
満
|
|
律
法
的
に
朝
か
ら
が
み
が
み
と
夫
の
こ
と
を
裁
く
。
家
で
は
、

ほ
っ
と
す
る
時
間
が
な
い
。
妻
は
家
事
が
お
お
ざ
っ
ぱ
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で
、
家
は
散
ら
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
妻
か
ら
は
、
仕
事
を
し
て
家
事
ま
で
や
っ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
を
夫
は
認
め
て
く
れ
な
い
と
言
わ

れ
る
。牧

師
の
助
言
ー
ー
ー
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
離
婚
で
き
な
い
の
で
、
互
い
に
認
め
合
い
、
祈
り
合
い
、
許
し
合
い
な
さ
い
、

と
言
わ
れ
て
い
る
。

妻
は
牧
師
に
夫
婦
仲
の
こ
と
を
相
談
す
る
こ
と
自
体
い
や
が
っ
て
い
る
。
夫
も
夫
婦
不
仲
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
が
、
夫
婦
の
こ
と
を
す

べ
て
話
す
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
、

一
部
し
か
話
し
て
い
な
い
。

面
接
・
相
談
経
緯

|
1
う
つ
症
状
が
認
め
ら
れ
た
が
、
面
接
で
は
む
し
ろ
夫
婦
不
仲
の
訴
え
が
中
心
に
な
っ
て
い
く
。
子
ど
も
の
た
め
に

頑
張
り
、
何
と
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
。
夫
自
身
の
職
場
で
の
人
間
関
係
の
つ
ら
さ
、
妻
の
親
子
関
係
な
ど
、
状
況
を
洞
察
し
ょ

う
と
す
る
動
き
は
わ
ず
か
に
見
せ
る
も
の
の
、
妻
へ
の
不
満
に
謬
着
し
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
に
面
接
は
終
結
し
た
。

軸
の
命
名
と
ケ

1
ス
理
解
|
|
本
ケ
!
ス
は
、

3
軸
正
の
、
「
対
配
偶
者
」
の
典
型
ケ

1
ス
と
し
て
と
り
あ
げ
た
が
、
先
の
グ
ル
ー
プ
で
い

〉
つ
〉
』

「
牧
師
の
対
応
姿
勢
へ
の
不
満
」

(
G
1
)
、

き
れ
な
い
」

(
G
9
)
、
「
配
偶
者
へ
の
不
満
」

(
G
m
)
、

「
牧
師
か
ら
の
助
言
内
容
に
対
す
る
不
満
」

(
G
2
)
、

「
信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
」

(
G
U
)
な
ど
該
当
す
る
ケ
l
ス
で
あ
る
。

「
現
状
が
信
仰
者
と
し
て
受
け
止
め

こ
の
ケ

1
ス
を
臨
床
的
に
検
討
す
る
な
ら
、

(1)
の
Q
ケ
l
ス
と
同
様
、
妻
の
職
業
人
と
し
て
の
挫
折
、
妻
の
主
導
性
な
ど
共
通
す
る

が
、
本
ケ

1
ス
で
は
成
果
主
義
や
競
争
主
義
に
走
っ
て
全
面
敗
北
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
巧
み
に
、
教
会
生
活
と
家
庭
生
活
を
、

聖
と
俗
と
に
二
元
化
し
て
い
く
か
た
ち
で
何
と
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
妻
は
家
庭
生
活
(
俗
)
の
こ
と
を
牧
師
(
聖
)
に
相

談
す
る
こ
と
を
い
や
が
り
、
実
際
に
相
談
し
て
い
る
夫
も
、
全
部
(
俗
)
を
話
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
、

一
部
(
聖
)
し
か
話
し

て
い
な
い
と
呈
一
守
つ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
二
元
論
の
問
題
に
対
し
て
は
、
原
則
論
や
我
慢
し
ろ
と
い
う
、
あ
る
種
模
範
解
答
は
ま
っ
た
く
通
用

し
な
い
。

そ
う
し
た
助
言
は
、
聖
俗
の
聖
の
領
域
(
本
事
例
で
言
え
ば
教
会
生
活
)
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
た
め
、
生
活
全
体
に
は
影
響
し
な



い
ば
か
り
か
、
聖
俗
二
元
の
講
離
を
進
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

二
元
論
に
よ
っ
て
問
題
を
定
着
さ
せ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
統
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
非
常
に
難
し
い
作
業
で
あ
る
。
先

の

(
1
)
Q
ケ
!
ス
が
当
事
者
が
か
な
り
つ
ら
い
感
じ
を
抱
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
場
合
、
二
元
化
す
る
こ
と
で
安

定
を
得
て
い
る
面
も
あ
り
、
変
わ
ろ
う
と
す
る
動
機
付
け
が
本
人
が
言
う
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
二
元
化

は
結
婚
早
期
か
ら
相
互
作
用
の
中
で
根
付
い
た
も
の
で
あ
り
、
家
族
の
だ
れ
か
が
一
人
変
わ
る
と
言
う
よ
り
も
、
夫
婦
と
し
て
、
家
族
と
し

て
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
あ
っ
て
は
、
本
ケ
1
ス
で
も
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
手
で
な
く
自
分
の
「
俗
」
の
部
分
(
職
場
の
つ

ら
さ
、
経
済
力
の
弱
さ
等
)
を
ま
ず
自
覚
、
洞
察
し
た
上
で
、
す
な
わ
ち
自
分
も
聖
俗
二
元
の
世
界
に
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
上
で
、
相
手

の
俗
の
部
分
(
妻
の
親
と
の
関
係
等
)
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
ケ
1
ス
の
面
接
で
は
、
夫
は
妻
へ
の
不
満
に
謬

着
し
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
先
に
命
名
し
た

「
対
家
庭
生
活
」

へ
の
志
向
と
い
う
内
実
は
、
た
ぶ
ん
に
信
仰
と
日
常

生
活
の
二
元
化
さ
せ
た
中
で
、

日
常
生
活
の
相
手
の
俗
な
る
部
分
に
注
目
し
、

そ
の
俗
の
存
在
を
受
け
入
れ
き
れ
ず
に
い
ら
だ
っ
て
い
る
姿

と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

VI 

ま
と
め
と
今
後
の
展
望

本
研
究
で
は
中
年
期
の
キ
リ
ス
ト
者
夫
婦
問
葛
藤
の
問
題
点
を
探
索
的
に
検
討
し
た
。
二

O
名
の
対
象
者
自
ら
の
夫
婦
問
題
に
つ
い
て
、

信
仰
・
教
会
生
活
に
関
連
し
た
述
べ
た
発
言
を
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
、

そ
れ
を

K
J
法
に
よ
り
類
型
化
し
、

た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
牧
師
の
対
応
姿
勢
へ
の
不
満
」
、
②
「
牧
師
か
ら
の
助
言
内
容
に
対
す
る
不
満
」
、
③
「
他
の
信
徒
に
本
音
を
出
せ
な

一
一
の
グ
ル
ー
プ
を
仮
設
し
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い
」
、
④
「
教
会
の
集
会
が
心
の
支
え
に
な
っ
た
」
、
⑤
「
教
会
内
の
対
人
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
労
」
、
⑥
「
子
ど
も
か
ら
の
抗
議
」
、
⑦
「
信

仰
に
よ
っ
て
結
婚
し
た
あ
h
ず
な
の
に
」
、
⑧
「
相
手
に
信
仰
さ
え
あ
れ
ば
う
ま
く
い
く
は
ず
」
、
⑨
「
現
状
が
信
仰
者
と
し
て
受
け
止
め
き

れ
な
い
」
、
⑩
「
配
偶
者
へ
の
不
満
」
、
⑪
「
信
仰
上
の
受
け
止
め
努
力
」
の
一
一
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
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次
に
そ
れ
の
類
型
の
肉
付
け
を
考
え
る
た
め
に
、
こ
の
類
型
(
グ
ル
ー
プ
)
と
対
象
者
の
属
性
と
の
関
係
を
比
較
検
討
し
た
。
こ
こ
で
使

用
し
た
属
性
は
①
結
婚
時
の
信
仰
の
有
無
、
②
牧
師
へ
の
相
談
の
有
無
、
③
離
婚
・
別
居
志
向
の
有
無
、
④
夫
婦
間
暴
力
の
有
無
、
⑤
子
ど

も
の
有
無
、
⑥
男
女
の
六
項
目
で
あ
る
。

次
に
こ
の
類
型
(
グ
ル
ー
プ
)
相
互
の
位
置
関
係
の
遠
近
や
ま
と
ま
り
を
見
る
た
め
に
、
双
対
尺
度
法
に
よ
り
解
析
し
た
。
三
つ
の
布
置

を
得
、
ま
た
軸
の
二
元
布
置
か
ら
、
「
信
仰
に
よ
る
解
決
に
希
望
・
失
望
」

の
軸
と
、

「
対
家
庭
生
活
(
対
配
偶
者
)
と
対
教
会
生
活
」
の
軸

を
得
た
。

最
後
に
前
記
の
軸
に
高
い
負
荷
を
持
つ
ケ
l
ス
を
典
型
例
と
し
て
、
臨
床
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
「
信
仰
に
よ
る
解
決
へ
の
失
望
」
の
典

型
事
例
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
問
題
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
生
活
全
般
の
不
適
応
を
来
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
「
対
家

庭
生
活
(
対
配
偶
者
)
」
へ
の
関
心
を
向
け
て
い
る
典
型
事
例
に
お
い
て
は
、
信
仰
と
日
常
生
活
を
二
元
化
さ
せ
る
中
で
、
日
常
生
活
の
相

手
の
俗
な
る
部
分
に
注
目
し
、

い
ら
だ
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
研
究
は
質
的
情
報
を
重
視
し
、

き
わ
め
て
小
標
本
に
よ
り
分
析
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
本
来
、
大
標
本
に
よ
る
本
格
的

調
査
研
究
の
た
め
に
研
究
仮
説
を
探
索
し
た
意
味
合
い
が
あ
る
。
今
後
の
継
続
研
究
に
期
待
し
た
い
。
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